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1. hydi 開発の背景

• 文部科学省 学術フロンティア推進事業

慶應義塾大学教養研究センター

「超表象デジタル研究プロジェクト」
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1. hydi 開発の背景

• 超表象デジタル研究プロジェクト
–人文社会科学のタコツボ的個別研究か
らの脱却

–多様な表象活動（知の諸領域）の統合
–教育への還元

デジタル技術の援用
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1. hydi 開発の背景

• hydiとは
hydi = hyper digital interface

共同研究のコミュニケーション・システム

→共同研究者の情報共有の「場」および
発表の「場」としてのデジタル・プラット
フォーム
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２．hydiのコンセプト

• さまざまな電子媒体を、ひとつのバーチャル
な研究スペースに置き、研究の開始・実施・
完成公開までのプロセスを一元化

• 具体的な機能
–カレンダー、ニュース、連絡ボード、文書交換シス
テム、音声・画像ストリーミング・システム、データ
ベース、伝言板機能とTo-do-listの機能（hydiの
お仕事）
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２. hydiのコンセプト

• コンテンツのライフ・サイクルについて
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タスク管理・議事録管理

ドキュメント管理

成果発信コン
テン
ツの
ライ
フサ
イク
ル
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２. hydiのコンセプト

従来

• ＣＭＳ（コンテンツ・マネジメント・システム）
• ＤＢ（データベース）
目的別個別システム

↓

hydi
• 動的コンテンツ・マネジメント・システム
＝作業フロー、組織の動き、成果発信をひとつに
集約したマネジメント・システム
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３. hydiの構造＋
ワークフロー

• 階層1（外部向け）
– プレジェクト紹介、研究報成果報告、外部向けニュース、
公開データベース－等

• 階層２（メンバー向け）
– 各種研究会議事記録等

• 階層３（個人・グループ向け）
– 共同作成文書
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３. hydiの構造＋
ワークフロー

• hydiのモジュール
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カレンダー

ニュース
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一般公
開アーカ

イヴ(研究成果
発表）

の画面
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共同作
業文書

の画面
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文献デ
ータベー

スのメニ
ュー画面
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作業管理プログラム「ｈｙｄｉのお仕事」
の画面
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４. まとめ

• 超領域における学問研究をデジタル化
• バーチャル空間で協調的に学問的アイディア
を生成

• 我が道を行く個別研究の断片性を止揚
• コミュニケーションの蓄積のなかで有機化

研究成果を公共財として

教育および社会に還元
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４. hydiのアドレス

http://hydi.keio.ac.jp
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